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高齢者における医療機関選択に関連する要因

―なぜ大病院を選択するのか―
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目的　高齢者における大病院選択に関連する要因を解明した。要因は，先行要因，ニーズ要因，

選択促進・阻害要因の3種類で構成し，直接効果に加えて交互作用効果を検討した。交互作

用効果は，ニーズの多寡が大病院選択と有意に関連していた場合，その両者の関連が選択促

進・阻害要因によってどのように調整されるか，すなわち，ニーズの多寡と促進・阻害要因

の交互作用に着目して検討した。

方法　全国60歳以上の高齢者3,436人に対する訪問面接調査を1996年に実施した。回収数は2,447

人であった。本研究では大病院選択の評価指標を2種類用いた。具体的には，疾患や症状の

軽重に関係なく大病院を選択する傾向をもつか否かと，紹介制導入に対する否定的な態度で

ある。ニーズ要因は疾患罹患数と日常生活動作障害の有無，選択促進・阻害要因は医療機関

との距離，医療機関の選択基準，診療所におけるかかりつけ医の有無，就労の有無，先行要

因は性，年齢，学歴で構成した。

結果　1.　「どんな病気やケガでも大病院を選択」する人は全体の18.5％，「紹介制導入は困る」

人は51.3％であった。ニーズ要因が大病院の選択傾向と有意に関連し，「疾患罹患数」が多

いほど「どんな病気やケガでも大病院を選択」の回答が，また，「日常生活動作に障害があ

る」場合には「紹介制導入は困る」との回答が多かった。

　2.　選択促進・阻害要因として位置づけた変数も大病院の選択傾向と有意に関連し，「医療

機関の選択の際に高度医療を重視する」，「診療所にかかりつけ医がいない」あるいは「徒歩

圏に大病院はあるが診療所がない」場合に，「どんな病気やケガの時にも大病院を選択」，「紹

介制導入は困る」との回答が多かった。

　3.　「どんな病気やケガでも大病院を選択」という指標については，「疾患罹患数」と「診

療所におけるかかりつけ医の有無」との間に有意な交互作用がみられた。

結論　1.　大病院のみが近くにある，医療機関の選択基準として高度医療を重視する，診療所に

かかりつけ医がいないという要因が，症状や疾患の軽重に関係なく大病院を選択する傾向や

紹介制に反対する態度と関係することがわかった．

　2.　疾患を多くもつ人では，症状や疾患の軽重に関係なく大病院を選択する傾向が強いも

のの，診療所にかかりつけ医をもつ場合には，疾患をもたない人と同程度に大病院の選択傾

向が抑制されることがわかった。
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